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要　　約

個人住宅建設
（浄化槽）

調査期間 調査面積 調査原因

土坑、柱穴 弥生土器

北緯

 

いまばりしにやこう

今治市新谷甲132番1

いまばりしたかはしこう

今治市高橋甲768番6
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弥生時代中期　中世 　

　

　

土師質土器

　

　新谷横枕遺跡は、試掘時には弥生時代中期の集落跡と判断したが、今回の調査では土師質土器や
須恵器などが出土し、遺構の検出はなかったが周辺に各時代の遺跡が存在する可能性が高まった。
  高橋中瀬遺跡は、弥生時代中期後葉の土器が出土し、遺構が検出されたことから、高橋地区の微
高地に新たな遺跡が確認された。

 

　

特  記  事  項

　

 

　

 

個人住宅建設
（浄化槽）

     6㎡

 

     4㎡38202

報告書抄録

38202

　

 　

　

新谷横枕遺跡 集落跡

所収遺跡名 種　別 主な時代 主 な 遺 物主 な 遺 構

 

　

　  　　

高橋中瀬遺跡 集落跡 弥生時代中期後葉


